






































   ：利用者からは料金を徴収しない
 ・ 取り寄せの費用が3,000円を超えた場合
   ：料金（全額）を利用者が負担
○変更の理由・目的
図書館では、学内に所蔵のない資料について、利用者
の求めに応じ複写の提供や図書の貸借を他大学へ依頼
し、日々、多数の資料の提供を行っている（Interlibrary 
Loan、以下 ILL）。しかし、電子ジャーナルの積極的導
入により、学内で入手可能な文献数が飛躍的に増加し、
他大学へのILL依頼件数は近年減少傾向にあった。
学内の利用者が必要とする資料は、本来早稲田大学図書館に
備え提供を行うべきであるというポリシーも手伝い、3,000円と
いう実現可能な境界を設けたうえで、利用者の金銭的負担を減
らすことを目的としたのが、今回の支払いルールの変更である。
○反響と実績
利用者の負担を軽減したことにより、サ ビースの利用申し込み
件数が飛躍的に増加した。2010年度に複写物の取り寄せと資
料の貸借を合わせて約7,500件であったILLの申し込み件数は、
2011年度は約9,200件と1.2倍の増加が見られた。2011年3
月に発生した東日本大震災の影響で大学の授業開始がおよそ
1ヶ月遅れたためか、当初、件数の伸びは鈍いものであったが、
前期試験を控えた夏休み前には前年度同月と比べ2倍近くの申
し込みがあった。全体の件数が伸びただけでなく、新たなILL
サ ビース利用者の獲得にもつながり、より多くの図書館利用者に
より利便性の高いサ ビースを提供することができた。
2011年度の1年間で費用が3,000円を超えたのは、実際の依頼
件数全体の約0.3％にとどまり、99.7％は利用者の金銭的負担なく
資料の提供を行うことができた。今回の支払いル ルーの変更を「ILL
無料化」と呼んでも差し支えのない実績を上げることができた。
図書館では、ILLを始めとした各種サービス（他大学訪問
利用の紹介状発行依頼、購入希望、レファレンス等）を自宅
からでも申し込むことができるように、オンラインで申し込み
のできるフォームを整備してきた。2010年度には、それまで
ばらばらだった各フォームを1つにまとめ、「図書館オンライン
申請フォーム」としてWaseda-netポータル（早稲田大学教職
員・学生のための全学的ポータルサイト）に新たに整備した。
日英の「図書館オンライン申請フォーム」TOPページ
オンライン申請の浸透
「図書館オンライン申請フォーム」の英語化
開館・開室時間の延長
ILL 料金の支払いルール変更（無料化）
